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数理統計学 (本尾教授,堀助教授 ) 応用解析学 (長沢助教授 ) 応用電磁気学 (岡田
教授,川久保助教授 ) 温度物理学(粟野教授,比企助教授 ) 応用計測学 (久武教授,











研究室には本尾実 (教授 )土倉久仁男 (助手 )及び大学院生5名 (博士課程2,修士
課程 3)が所属する｡ 研究テーマは現在拡散過程の境界問題 (本尾 ),多様体上の拡散
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過程 (土倉 ),stochasticcontrol,拡散過程の状態空間の再帰性による分解 (博士課程学









○ 堀 研 究 室

































○ 岡 田研 究 室
岡田利弘教授は,エネルギー問題に深い関心を持ち,現在理工学研究科エネルギー科
学の基幹講座の教授を併任している｡現在の応用電磁気講座の岡田研究室の構成員は,
岡田利弘(教授 )橋本魂洲(助手)椎野正寿 (研究生 )佐藤明男,浜崎達- (D4),
竹内善明 (M2)小島義巳(Ml)よりなっている｡ 関連する研究生としては,同講座
の川久保研究室があり,毎週合同ゼミナ-/レを行っている｡さらに,研究面,運営面に





























○ 川 久 保 研 究 室
構成メンバーは川久保達之 (助教授 ),樺島成治 (助手 ),槌屋美実 (研究生 ),西





















転移 (槌屋,菅谷 ),吸い込みのまわりの渦流の発生と成長 (川久保,槌屋 ),相転移
現象として見た電解反応 (川久保 ),液晶における逐次転移 (樺島,中村 ),プラズマ






○ 粟 野 研 究 室
温度物理学講座に属している粟野満 (教授 ),大塚美枝子 (助手 ),須山喜威 (研究
生 ),村上勝 (技官 ),高橋浩 (技官 ),藤崎秀男 (補佐員 ),岡本清美 (D3),井






































































なお大学院生1名 (岡本 )は東大物性研,生嶋研究室で液体- リウムのラムダ転移の
超音波による研究を行なっている｡ 〔比企記〕
○ 久 武 研 究 室
構成メンバーは久武和夫 (教授 ),鳥山保 (助手 ),実吉敬二 (D2),西尾俊和
(Ml),神戸政秋 (オーバー ドクター ,研究生 ),関川光博 (D6,研究生 )である｡
研究分野は核物性 (久武,鳥山,実害 ),同位体分離器に声る短寿命核(久武,鳥山,























4n)74Br反応を起し, 74Br(半減期 40minおよび25min)から放射される β十
線,内部転換電子およびγ線の測定を行っている｡Seは低温で蒸発 し易いのでNiSe








○ 武 谷 研 究 室
1. 構成メンバ一









東工大理学部内 :久武研究室 (応物,実験 ),大沼研究室,千葉研究室(物理,実






























である (松崎,武谷 (東工大 )及び石井三彦 (原研 ))｡ 〔武谷記〕
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○ 早 川 研 究 室
構成メンバーは早川宗八郎 (教授 ),芥川忠正(助手),阿部勝彦 (技官 )の職員の




















○ 佐 藤 研 究 室
構成メンバーは佐藤伸 (助教授 ),綱島滋 (助手),弓削 田レイ(技官 )の三名であ
る｡
研究分野は放射線化学 (佐藤,弓削田 )と光化学 (綱島 )の二つに大別されるが,化
学反応の素過程を研究する点では共通しており,お互に密接な関係にある｡
当研究室は本学共通施設の 60CO-γ線照射装置 (600 Ci)の管理運営を行なって









(i) パルスラジオT)シス法による原子の反応 :電子加速器の一種であるフェべ トロン
706(60nkeV,7000A,3ns) を用いて水素を分解 し,混在するオレフィンなどに
よって減少する水素原子濃度をライマン αーの吸収で追跡し,原子 とオレフィン規との







体窒素に溶解させ γ線を照射して窒素原子の反応を調べているO 混入物 として一酸化窒
素を加えたときに生成する二酸化窒素の収量から窒素原子のG値は3.3であることが導
かれた｡
(V) 位相差法による光増減反応の機作 :アンモニア水銀蒸気(10~3Torr)が混在す
る系に水銀共鳴線の一つである253.7nmの光を照射すると,系内の水銀が功起 し,それ
自身発光するとともに励起水銀がアンモニアと励起錯体をつくり, 350去5よび305rm
に極大をもつ発光帯が発生する｡いま照射光を20kHz程度で振動させれば,すべての
発光が同じ坂動数で振動するが,位相が異なってくる｡この位相差から各過程の反応速
度や寿命が求まる｡アンモニアー水銀系では, 350nmの発光が1.4/上Sであることが導
かれている｡ 現在はアンモニアのほかに各種のアミン,また水銀の代りにカドミウムな
どで研究が進められ,光増感反応の磯作が明らかになりつつある｡ 〔佐藤記〕
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〔後 記〕
物性研究の編集部より,東工大応物の研究室紹介のとりまとめをと依頼され,各研究
室の諸先生の,学会,各種シンポジウム,各種委員会---忘年会と続く多忙なスケジュ
ールの中で,御協力戴き,出来上ったものがこれである｡
各先生により,紹介のポイントが多少異り,ある先生は学生教育の面,ある先生は今
後の研究の抱負,ある先生は研究室の行っている研究活動の社会的意味,ある先生は･-
･-,とvarietyに富んでいるが,このことは,東工大応物の性格を理解するのに,充分役
立っのではないかと考えられる｡
この様な巾広い教育を受けて巣立って行った過去13年間の卒業生達が,今後どの様
に生長 して行くか,また,この様な巾広い領域の研究者の相互作用により,どの様な新
しい研究成果が生れるか,楽しみである｡ 〔橋本記〕
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